
江
東
区
で
も
深
刻
な
保
育
所
の

待
機
児
問
題
。
日
本
共
産
党
都
議

団
は
、
保
護
者
、
保
育
士
、
保
育

所
経
営
者
な
ど
の
声
を
聞
か
せ
て

も
ら
い
、
現
時
点
で
何
が
大
事
か

を
ま
と
め
た
「
保
育
の
量
と
質
を

拡
充
す
る
提
言
」
を
、
９
月
８
日

に
小
池
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

９
月
28
日
か
ら
の
都
議
会
で
は
、

都
か
ら
補
正
予
算
と
「
待
機
児
解

消
に
向
け
た
緊
急
対
策
」
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算

に
は
、
私
た
ち
が
提
案
し
て

き
た
保
育
士
の
宿
舎
借
り
上

げ
支
援
対
象
の
拡
大
、
認
可

保
育
所
の
整
備
費
補
助
の
拡

充
、
借
地
料
補
助
の
拡
充
な

ど
重
要
な
内
容
が
含
ま
れ
て
お

り
、
私
た
ち
は
賛
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
本
会
議
、
厚
生
委
員
会

で
も
認
可
保
育
所
を
中
心
に
増
設

が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に

指
摘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
10
年
で
倍
加
し

１
７
６
１
施
設
あ
る
認
可
保
育
施

設
の
指
導
監
査
は
、
事
前
通
告
な

し
の
抜
き
打
ち
調
査
も
含
め
実
効

性
の
あ
る
指
導
監
査
に
取
り
組
む

べ
き
と
本
会
議
で
質
問
し
、
都
か

ら
抜
き
打
ち
調
査
も
含
め
充
実
・

強
化
す
る
と
答
弁
が
出
た
こ
と
も

重
要
で
す
。

「
規
制
緩
和
」
に
よ
る
面
積
基

準
や
人
員
配
置
、
保
育
環
境
の
規

制
緩
和
は
、
子
ど
も
達
の
命
の
安

全
と
健
や
か
な
成
長
を
確
保
し
、

保
育
の
質
を
守
り
向
上
さ
せ
る
う

え
で
逆
行
で
す
。
引
き
続
き
、
保

育
の
質
と
量
の
拡
充
を
強
く
求
め

て
い
き
ま
す
。

「
1
周
年
の
つ
ど
い
」
で
は
、

最
初
に
発
足
以
来
の
活
動
を
振
り

返
り
、
商
店
街
パ
レ
ー
ド
や
署
名

活
動
、
学
習
会
な
ど
地
域
に
根
差

し
た
草
の
根
運
動
の
取
り
組
み
を

報
告
。
第
２
部
で
は
会
員
が
次
々

発
言
し
、
最
高
齢
90
歳
の
方
は
自

身
の
戦
争
体
験
か
ら
「
戦
争
を
繰

り
返
し
て
は
い
け
な
い
」
と
訴
え

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

「
憲
法
学
習
会
」
第
１
回
は
、

山
田
敬
男
氏
（
労
働
者
教
育
協
会

理
事
）
が
「
日
本
国
憲
法
は
『
押

し
つ
け
憲
法
』
か
」
を
講
演
。

改
憲
勢
力
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
「
押

し
つ
け
ら
れ
た
」
と
主
張
し
ま
す

が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
民
主
的
内

容
を
持
つ
憲
法
草
案
を
つ
く
る
こ

と
が
事
の
核
心
で
、
憲
法
研
究
会

（
高
野
岩
三
郎
、
鈴
木
安
蔵
ら
良

心
的
知
識
人
）
な
ど
が
作
成
し
た

憲
法
草
案
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。

侵
略
戦
争
の
反
省
の
上
に
、
帝

国
議
会
で
度
重
な
る
審
議
で
平
和

原
則
・
主
権
在
民
が
明
記
さ
れ
歴

史
的
先
駆
的
な
憲
法
に
な
っ
た
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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体
育
の
日
を
過
ぎ
る
と
、

よ
う
や
く
衣
更
（
が
）
え

を
す
る
涼
秋
の
候
と
な
り

ま
し
た
▼
産
業
革
命
以
来

の
気
温
上
昇
を
１
・
５
度

に
抑
え
る
パ
リ
協
定
が
11
月
４
日

発
効
。
７
日
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
22
開
催

の
予
定
で
す
が
、
世
界
第
５
位
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
国
の
日
本
は
国
会
で

の
批
准
が
遅
れ
、
参
加
が
危
ぶ
ま

れ
国
際
的
な
不
信
を
招
い
て
い
ま

す
▼
９
月
の
国
連
総
会
で
は
、
北

朝
鮮
制
裁
に
つ
い
て
の
議
論
を
先

導
す
る
と
大
見
得
を
切
っ
た
安
倍

首
相
で
す
が
、
地
球
環
境
保
全
と

い
う
人
類
的
課
題
は
念
頭
に
な
い

ら
し
く
、
多
国
籍
企
業
の
た
め
に

「
亡
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
推
進
に
執
念

を
を
燃
や
し
て
い
ま
す
▼
16
日
午

後
９
時
、
新
潟
県
知
事
選
で
米
山

氏
当
選
の
報
道
に
思
わ
ず
快
哉
。

福
島
第
一
原
発
を
視
察
し
た
山
添

参
院
議
員
は
、
「
目
に
見
え
な
い

放
射
線
の
恐
怖
」
を
語
っ
て
い
ま

し
た
が
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の

勝
利
は
、
鹿
児
島
に
続
い
て
「
原

発
ゼ
ロ
」
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
し
た
▼
70
年
代
、
日
本
共
産

党
が
一
貫
し
て
追
求
し
た
革
新
統

一
は
、
国
政
で
は
１
日
共
闘
に
と

ど
ま
っ
た
が
、
地
方
政
治
に
ひ
ろ

が
り
、
75
年
に
は
２
０
５
の
革
新

自
治
体
（
総
人
口
の
42
・
７
％
）

が
誕
生
し
、
国
政
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
現
在
は
逆
に
、

国
政
で
の
市
民
連
合
と
野
党
共
闘

の
枠
組
み
が
地
方
に
波
及
し
、
よ

り
強
固
な
統
一
戦
線
へ
の
展
望
が

拓
か
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
解
散

風
が
吹
く
な
か
で
、
23
日
の
衆
院

補
選
の
結
果
も
注
目
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

自
衛
隊
が
国
連
平
和
維
持
（
Ｐ

Ｋ
Ｏ
）
活
動
と
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
る
ア
フ
リ
カ
の
南
ス
ー
ダ
ン
は
、

事
実
上
の
内
戦
状
態
に
あ
り
、
Ｐ

Ｋ
Ｏ
派
遣
の
根
拠
が
崩
れ
て
い
ま

す
。安

倍
政
権
は
新
た
な
派
遣
部
隊

に
「
駆
け
つ
け
警
護
」
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
国

の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
部
隊
を
助
け
る
た

め
に
、
武
器
を
も
っ
て
駆
け
つ
け

る
任
務
で
、
銃
撃
戦
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
９
月

議
会
の
本
会
議
質
問
で
こ
の
問
題

を
改
め
て
取
り
上
げ
、
災
害
救
助

な
ど
国
民
の
命
を
守
る
た
め
に
働

い
て
き
た
自
衛
隊
員
を
「
殺
し
殺

さ
れ
る
」
場
所
に
送
る
な
、
速
や

か
な
撤
退
を
国
に
求
め
よ
と
た
だ

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
安
倍
改
憲
の
狙
い
が
、

９
条
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
こ
れ

は
変
え
て
は
な
ら
な
い
条
項
だ
と

し
て
区
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し

た
。区

長
は
「
政
府
に
撤
退
を
求
め

る
考
え
は
な
い
」
と
派
兵
を
容
認
。

憲
法
に
つ
い
て
も
「
平
和
主
義
な

ど
基
本
原
理
の
継
承
は
欠
か
せ
な

い
」
と
す
る
一
方
で
、
９
条
改
正

に
つ
い
て
は
「
改
憲
の
議
論
も
あ

り
、
今
後
の
議
論
の
深
ま
り
を
注

視
す
る
」
と
あ
い
ま
い
な
答
弁
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
が

改
憲
に
前
の
め
り
の
も
と
で
の
区

長
答
弁
は
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。

安
保
法
制
＝
戦
争
法
の
速
や
か

な
廃
止
と
立
憲
主
義
・
民
主
主
義

を
取
り
戻
す
運
動
の
さ
ら
な
る
前

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
第
３
回
定
例
会

】

９
条
改
憲
、
区
長
は
容
認
派
？

災
害
救
助
な
ど
に
貢
献
の

自
衛
隊
員
を
戦
場
に
送
る
な

区
長

「
撤
退
を
求
め
る
考
え
は
な
い
」

国
交
省
の
計
画
で
は
、
羽
田
で

の
北
風
運
用
時
に
、
朝
７
時
〜
11

時
半
と
15
時
〜
19
時
に
、
１
時
間

あ
た
り
22
〜
23
機
が
江
東
区
上
空

を
低
空
で
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

区
内
の
広
範
囲
に
騒
音
被
害
が
発

生
し
、
落
下
物
や
事
故
の
危
険
も

あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
線
チ
ー
フ
パ
ー
サ
ー

を
30
年
間
乗
務
し
た
秀
島
氏
は
、

や
る
こ
と
も
や
ら
ず
に
羽
田
増
便

し
か
な
い
と
い
う
国
交
省
の
計
画

を
批
判
し
ま
し
た
。

ま
た
「
人
口
密
集
地
の
上
空
５

百
ｍ
の
低
空
を
、
２
分
に
１
回
も

飛
ば
れ
た
ら
、
住
民
は
た
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
」
と
60
〜
80
デ
シ

ベ
ル
（
幹
線
道
路
脇
く
ら
い
の
音
）

に
な
る
騒
音
問
題
や
落
下
物
の
危

険
性
、
飛
行
ト
ラ
ブ
ル
、
大
気
汚

染
な
ど
、
安
全
と
環
境
面
で
の
実

例
を
示
し
、
経
済
効
率
よ
り
も
安

全
を
優
先
す
る
こ
と
が
最
も
重
要

と
指
摘
し
ま
し
た
。

今
後
、
首
都
圏
住
民
に
、
広
く

問
題
を
知
ら
せ
る
こ
と
、
議
会
で

は
超
党
派
で
最
大
の
力
を
発
揮
し

て
欲
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

共
産
党
、
生
活
ネ
、
無
所
属
区

議
が
、
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

「

戦

争

法

の

廃

止

を

求

め

る

砂

町

の

会

」

は

、

９

月

18
日

に

「

発

足

1
周

年

の

つ

ど

い

」

、

10
月

16
日

に

「

憲

法

学

習

会

」

第

２

期

３

回

シ

リ

ー

ズ

を

ス

タ

ー
ト

し

ま

し

た

。

国

交

省

が

２

０

２

０

年

度

か

ら

羽

田

の

国

際

線

増

便

を

計

画

し

て

い

ま

す

。

10
月

10
日

、

江

東

区

文

化

セ

ン

タ

ー

で

、

「

江

東

区

上

空

の

飛

行

計

画

撤

回

を

求

め

る

会

」

が

、

航

空

評

論

家

の

秀

島

一

生

氏

を

講

師

に

「

学

習

会

」

を

開

催

し

、

87
人

が

参

加

し

ま

し

た

。

９

月

28
日

か

ら

10
月

13
日

の

都

議

会

定

例

会

で

は

、

都

政

を

揺

る

が

す

「

豊

洲

新

市

場

問

題

」

が

大

き

な

焦

点

と

な

り

、

日

本

共

産

党

都

議

団

は

一

環

し

て

東

京

ガ

ス

跡

地

の

問

題

点

を

指

摘

し

、

築

地

の

現

在

地

で

の

再

整

備

を

主

張

し

て

き

ま

し

た

が

、

都

議

会

は

共

産

党

都

議

団

提

案

の

「

百

条

委

員

会

」

を

否

決

し

特

別

委

員

会

で

休

会

中

も

審

議

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の

報

告

で

は

、

多

く

の

重

要

課

題

の

中

の

一

つ

、

保

育

所

問

題

に

つ

い

て

お

聞

き

し

ま

し

た

。



７
月
の
参
議
院
選
挙
は
、

32
の
一
人
区
で
野
党
共
闘
が

成
立
し
、
11
選
挙
区
で
勝
利
。

安
倍
首
相
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
と
野
党
共
闘
の
批
判
に

終
始
し
、
選
挙
が
終
わ
れ
ば
、

憲
法
審
査
会
で
改
憲
の
発
議

案
の
検
討
を
始
め
た
い
と
発

言
し
、
強
権
的
な
姿
勢
を
あ

ら
わ
に
し
て
い
ま
す
。

企
業
収
益
の
３
０
０
兆
円

が
内
部
留
保
と
し
て
大
企
業

内
に
溜
め
込
ま
れ
、
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
は
貧
困
と
格
差

を
一
層
拡
大
し
て
い
ま
す
。

人
口
が

50
万
人
を
超
え
た

江
東
区
は
、
大
型
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
み
、
行

政
需
要
も
増
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
仕
事
が
増
え
る
一

方
で
、
昨
年
は
予
算
人
員
要

求
闘
争
で
人
員
増
を
か
ち
と
っ

た
が
、
仕
事
量
に
見
合
う
人

員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
か
ら
、
目
標
管
理
型

人
事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
、

人
事
制
度
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
、
ま
す
ま
す
働
き
に
く

く
な
っ
て
い
ま
す
。

江
東
区
は
「
行
財
政
改
革
」

の
強
化
で
貯
ま
っ
た
基
金
は

９
０
４
億
円
に
な
る
一
方
で
、

区
民
の
暮
ら
し
は
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
溜
め

込
ん
だ
基
金
を
区
民
、
福
祉

や
地
域
振
興
、
中
小
企
業
支

援
に
回
す
べ
き
で
す
。

終戦の時、空襲で焼失した家屋は、深

川で４万５千戸、城東２万４千戸、焼け

た工場の鉄骨だけが立っている荒涼とし

た風景でした。

焼工場年逝く鳰(にお)をただよはす
波郷

都電で奇跡的に残ったのは、柳島から

門前仲町までの路線です。６月に永代と

洲崎間が復旧、全線が開通したのは1949
年２月でした。

人々 は焼跡の材木やトタンで、雨漏り

のするバラックを建てました。屋根も壁

もなく筵(むしろ)を敷いただけで住む人
もいました。

食物はほとんどなく、焼跡に菜園をつ

くり、千葉や埼玉に買い出しにいって、

飢えをしのいでいました。そこに激しい

インフレがおそいかかります。

戦災をまぬがれた学校は、深川で明治、

毛利、数矢、城東では浅間だけでした。

疎開児童は46年11月までに帰ってきまし

たが、戦災孤児は182人もおり、三多摩
のお寺に分散して保護されました。

(注)「百万の焼けて年逝く小名木川」
小名木川小の校門脇に、2008年２月に
波郷の句碑が建てられ、63年ぶりの卒
業証書授与式がおこなわれました。

学校は青空教室で始まり、戦前の教科

書に墨を塗って使いました。校舎の復旧

は、ほとんど地域・ＰＴＡの力によるバ

ラック建てでした。

大空襲の翌年、再び春がめぐってくる

と、数多(あまた)の焼死体が仮埋葬されて
いた焦土に、はこべらなどの野草が例年に

なく異常に萌えいでて、それを焦土とそっ

くりの色をした雀がついばんでいます。

義母と義姉２人を空襲で失った石田波

郷は、戦後、妻の実家近く妙久寺（北砂

２丁目）隣に居をかまえて、多くの「焦

土俳句」をつくりました。

はこべらや焦土のいろの雀ども 波郷

この句碑は妙久寺の境内にあります。
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概説

(61)下町の焼跡（横 に 見 え る の が 隅 田 川 ,

右 上 の 橋 は 新 大 橋 ）

10
月
６

日

、
江

東

区
職

員

労
働

組

合
は

第

65
回

定

期
大

会

を
総

合

区
民

セ

ン

タ

ー

で
開

催

。
来

年

度
結

成

70
周

年

を
迎

え

る
に

あ

た
り

、

当
面

の

情
勢

と

区

政

に

つ
い

て

の
西

野

智
子

委

員
長

の
挨

拶

要
旨

を

紹
介

し

ま
す

。

運
動
方
針
で
は
、
生
活
で

き
る
最
低
賃
金
確
立
は
急
務

で
あ
り
増
額
要
求
す
る
こ
と
、

派
遣
法
が
改
悪
さ
れ
、
派
遣

期
間
３
年
直
前
で
雇
い
止
め

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
、

非
正
規
労
働
者
の
か
け
こ
み

寺
と
し
て
の
地
域
ユ
ニ
オ
ン

の
比
重
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

基
本
方
針
は
、
職
場
・
地

域
か
ら
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の

労
働
者
を
な
く
す
」
こ
と
。

組
合
員
の
生
活
と
権
利
を
守

る
。
貧
困
ノ
ー
・
格
差
の
解

消
。
働
く
ル
ー
ル
確
立
。
日

本
国
憲
法
の
平
和
主
義
、
基

本
的
人
権
を
擁
護
。
全
国
一

律
最
低
賃
金
制
の
確
立
。
組

合
員
の
い
る
職
場
で
は
企
業

内
最
賃
時
間
額
１
５
０
０
円

な
ど
10
項
目
。

新
委
員
長
に
新
野
好
男
氏
、

書
記
長
に
川
村
好
正
氏
な
ど

役
員
16
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

地
域
労
組
「
こ
う
と
う
」
第
８
回
定
期
大
会

全
労

連

地

域
労

働

組

合
こ

う

と

う
は

９

月

24
日

、

総

合
区

民

セ
ン

タ

ー
で

第
８

回

定
期

大

会
を

開

催
し

ま
し

た

。

選出された新役員 のあ い さつ

９
月
18
日
、
木
場
公
園
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
開
か
れ
た
東

京
土
建
江
東
支
部
結
成
60
周

年
記
念
行
事
で
６
年
振
り
に

開
か
れ
た
「
第
10
回
土
建
ま

つ
り
」
。
東
京
土
建
本
部
、

区
労
連
、
区
職
労
、
健
康
友

の
会
な
ど
の
友
好
団
体
と
共

に
日
本
共
産
党
か
ら
は
あ
ぜ

上
三
和
子
都
議
、
党
区
議
団

ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇

◇

時
お
り
小
雨
が
降
る
曇
り

空
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、

和
太
鼓
の
競
演
で
す
。
会
場

い
っ
ぱ
い
に
太
鼓
の
音
が
響

き
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
江
東
支
部
執

行
委
員
長
の
金
谷
修
さ
ん
が

挨
拶
。

地
域
の
人
た
ち
と
心
の
ふ

れ
合
い
を
大
切
に
し
、
地
域

の
要
望
に
応
え
・
支
え
る
建

設
労
働
者
の
組
合
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
包
丁
研
ぎ
な
ど
の

住
宅
デ
ー
、
福
祉
募
金
の
取

組
み
、
防
災
・
減
災
に
む
け

町
の
救
助
隊
と
し
て
『
レ
ス

キ
ュ
ー
江
東
・
の
ぞ
み
』
を

発
足
、
地
域
と
の
絆
を
深
め
、

組
合
員
の
暮
ら
し
を
守
る
運

動
を
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
、
各
分
会
の

模
擬
店
や
健
康
友
の
会
、
区

労
連
、
地
域
の
商
店
な
ど
50

テ
ン
ト
近
い
模
擬
店
が
出
店

し
ま
し
た
。

さまざまな障害のある人たちが働く社会福
祉法人「ゆめグループ福祉会」は“地域と手
をつなごう”と10月1日、「ゆめまつり」を北
砂周辺の福祉作業所などで開催。模擬店、自
主製品販売、陶芸絵付けや革細工の体験、ゲー
ム、スタンプラリー、バザーなどに加え、五
穀豊穣、家内安全を祈願して踊る岩手県の郷
土芸能「中野七頭舞」も披露しました。

東
京
土
建
江
東
支
部
設
立
六
〇
周
年

☆

行
事
日
程

☆

○

11
月

３
日（

木

・
祝
）
10
時
〜

◆

江

東

区

生

活

と

健

康

を

守

る

会

定

期

大

会

（
東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆

江

東
第
８
回
な
ん
で
も
相
談
会

13
時

〜

（
北
砂
公
園
・
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○

11
月

13
日（

日

）
９
時

30
分

〜

◆

子

ど
も
の
未
来
を
語
る
つ
ど
い

（
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○

11
月

18
日（

金

）
18
時

30
分

〜

◆

江

東
区
労
連

秋
の
学

習
の
つ
ど
い

（
亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○

11
月

23
日（

水
・
祝
）
10
時

〜

◆

江
東
区
高
齢
者
集
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ

ー
）

○

11
月

25
日（

金

）
18
時

45
分

〜

◆

区
民

要
求
実
現
江
東
区
民
集
会

（
猿
江
公
園

）
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